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前
進
す
る
革
新
懇
運
動 

革
新
懇
運
動
は
、
思
想
・
信
条
・
党
派
の
違
い

を
超
え
て
、
暮
ら
し
・
民
主
主
義
・
平
和
な
ど
三

つ
の
共
同
目
標
に
基
づ
く
共
同
を
す
す
め
る
た

め
に
個
人
・
団
体
が
結
集
す
る
場
所
で
す
。
全
国

で
６
５
５
地
域
１
４
１
職
場
２
４
青
年
革
新
懇

の
計
８
２
０
の
革
新
懇
が
存
在
し
、
全
国
革
新

懇
（
平
和
・
民
主
・
革
新
の
日
本
を
め
ざ
す
全

国
の
会
）
ま
た
４
７
都
道
府
県
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
革
新
懇
（
滋
賀
県
で
は
革
新
の
会
し
が
）
の

組
織
が
あ
り
ま
す
。
米
原
革
新
懇
は
滋
賀
県
で

８
番
目
の
地
域
革
新
懇
と
な
り
ま
し
た
。 

 

米
原
革
新
懇
結
成
総
会 

結
成
総
会
は
、
呼
び
か
け
人
の
山
中
悟
さ
ん
の

司
会
で
始
ま
り
、
呼
び
か
け
人
を
代
表
し
て
藤
田

市
議
よ
り
挨
拶
と
経
過
報
告
。
来
賓
と
し
て
「
革

新
の
会
し
が
」
か
ら
西
田
清
さ
ん
、
長
浜
革
新
懇

か
ら
橋
本
健
さ
ん
の
連
帯
の
あ
い
さ
つ
。
平
尾
米

原
市
長
と
京
都
革
新
懇
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

寄
せ
ら
れ
太
田
市
議
が
代
読
し
ま
し
た
。
そ
の
あ

と
堀
内
良
孝
さ
ん
よ
り
、
会
則
と
役
員
の
提
案
が

あ
り
、
拍
手
で
確
認
し
ま
し
た
。 

結
成
総
会
の
あ
と
、
原
発
再
稼
働
と
闘
う
井
戸

謙
一
弁
護
士
に
「
若
狭
の
原
発
再
稼
働
を
許
さ
な

い
た
め
に
ー
原
発
問
題
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し

て
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
福
島
の
現
状
が

報
告
さ
れ
、
参
加
者
は
あ
ら
た
め
て
原
発
事
故
の

恐
ろ
し
さ
、
そ
し
て
原
発
再
稼
働
が
い
か
に
許
さ

れ
な
い
か
再
確
認
し
ま
し
た
。 

 

 

入札 

節木三千代氏 

 

２
月
７
日
米
原
市
山
東
公
民
館
で
、
米
原
革
新
懇
結
成
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
正
式
名

称
は
「
平
和
・
民
主
・
革
新
の
日
本
を
め
ざ
す
米
原
の
会
」
で
す
。
平
尾
米
原
市
長
か
ら
も
期

待
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

平
和
・
民
主
・
革
新
の
日
本
を
め
ざ
す
米
原
の
会 

〈
米
原
革
新
懇
〉
会
則 

第
１
条 

こ
の
会
は
、「
平
和
・
民
主
・
革
新
の
日
本
を
め

ざ
す
米
原
の
会
」〈
略
称 

米
原
革
新
懇
〉
と
し
ま

す
。 

第
２
条 

こ
の
会
は
、「
国
民
が
主
人
公
」
の
政
府
を
つ
く

る
こ
と
を
展
望
し
、
生
活
向
上
、
民
主
主
義
、
平
和

の
三
つ
の
共
同
目
標
に
も
と
づ
く
共
同
を
す
す
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。 

第
３
条 

こ
の
会
は
、
思
想
・
信
条
の
違
い
を
こ
え
て
、
会

の
目
的
に
賛
同
す
る
団
体
、
個
人
に
よ
っ
て
構
成
し

ま
す
。 

 
 
 

会
の
事
務
所
は
、
事
務
局
長
宅
に
お
き
ま
す
。 

第
４
条 

こ
の
会
は
、
目
的
に
そ
っ
て
次
の
活
動
を
す
す
め

ま
す
。 

 
 
 

（
１
）
情
勢
の
推
移
の
な
か
で
必
要
な
諸
問
題
に
つ

い
で
見
解
を
発
表
、
共
同
の
活
動
の
提
起
、
推
進
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会
・
懇
談
会
の
開
催
。 

 
 
 

（
２
）
ニ
ュ
ー
ス
、
出
版
物
の
発
行
。 

 
 
 

（
３
）
県
内
地
域
革
新
懇
・
職
場
革
新
懇
と
、
団
体
・

個
人
の
経
験
交
流
や
必
要
な
連
絡
協
議
。 

 
 
 

（
４
）
そ
の
他
必
要
な
諸
事
業
。 

第
５
条 

こ
の
会
に
代
表
世
話
人
、
事
務
局
長
及
び
会
計
監

査
を
お
き
ま
す
。 

第
６
条 
こ
の
会
に
お
く
機
関
と
、
会
運
営
の
原
則
は
次
の

通
り
と
し
ま
す
。 

 
 
 

（
１
）
総
会
は
会
の
総
意
を
ま
と
め
ま
す
。 

 
 
 

（
２
）
代
表
世
話
人
会
は
会
を
代
表
し
ま
す
。 

 
 
 

（
３
）
事
務
局
は
代
表
世
話
人
の
も
と
に
曰
常
業
務

を
お
こ
な
い
ま
す
。 

 
 
 

（
４
）
会
の
運
営
は
全
員
一
致
制
を
原
則
と
し
ま
す
。 

第
７
条 

こ
の
会
の
活
動
資
金
は
、
参
加
・
賛
同
す
る
団
体

と
個
人
の
会
費
及
び
寄
付
金
な
ど
で
ま
か
な
い
ま

す
。 

付
則 

第
１
条 

こ
の
会
則
に
特
別
に
定
め
の
な
い
事
項
に
つ
い

て
は
、
全
国
革
新
懇
、
革
新
の
会
し
が
の
会
則
を
参

考
に
代
表
世
話
人
会
で
決
め
ま
す
。 

第
２
条 

会
費
は
、
個
人
会
費
は
年
三
，
０
０
０
円
、
賛
助

団
体
は
年
五
，
０
０
０
円
と
し
ま
す
。 

第
３
条 

こ
の
会
則
は
、
二
〇
一
五
年
二
月
七
日
か
ら
施
行

し
ま
す
。 

 

雑
感 

「
全
国
革
新
懇
ニ
ュ
ー
ス
」
１
月
号
で
海
老
名
香
葉
子
さ
ん
（
林
家
三
平
さ
ん
の
妻
）

の
随
想
を
読
ん
で
思
わ
ず
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
み
ん
な
日
本
の
勝
利
を
疑
わ
な
い
「
愛
国
」

家
族
が
、
東
京
大
空
襲
（
た
っ
た
２
時
間
で
）
で
肉
親
全
員
が
行
方
不
明
に
な
り
、
１
１
歳
の

少
女
が
一
人
で
、
戦
後
の
焼
け
跡
で
生
き
て
い
く
。
現
在
８
０
歳
で
も
父
母
恋
し
い
。
平
和
を

祈
っ
て
も
祈
っ
て
も
や
ま
な
い
と
訴
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
振
り
返
っ
て
現
在
。
井
戸
弁
護
士
の

講
演
。
福
島
の
現
実
も
ま
だ
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
ん
な
時
期
に
再
稼
働
。
本
当
に
安

倍
内
閣
は
許
さ
れ
な
い
。
安
倍
内
閣
は
保
守
内
閣
で
は
な
く
極
右
内
閣
。
そ
の
所
以
は
納
得
。 

役
員
構
成 

代
表
世
話
人 

吉
田
幸
三
（
米
原
地
区
） 

 
 
 
 
 
 

堀
内
良
孝
（
近
江
地
区
） 

 
 
 
 
 
 

藤
田
正
雄
（
山
東
地
区
） 

 
 
 
 
 
 

宮
川
一
男
（
伊
吹
地
区
） 

事
務
局
長 

 

山
中 

悟 

（
５
５
―
２
８
０
３
） 

 


